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第 一 固 版 説 明

シモアリマルカツヲブシムシ

AnthrenusfuscusOIivier.

1.成 島 ＼

2.産附されてある卵

3.那

4∴幼 畠 (第5齢)

㌻5.老赦せる幼品

6.毛布を加宰しっ あゝる劫畠

7.棉 (幼虫最後b)脱皮殻を被ぶったま のゝ状態)

8, r羽化して問のない成島が桶敦円静止の状態

(1,2,3,4,5,7.8は庁g大,6は箕大)
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､毛織物の尊慮 ｢シモフリマル

カツヲブシムシ｣に就 きて

:山 t田 ,嘩 治r:

一､ rfJ緒 言一

+

㌔ヽ

従郊此笹臥 乾粗動物質模本をカ逼 する等畠とt,瑞 去れ 義̀盛錫被服姦加重に関してd)記
l ･I

_恥は米だないやうでlある.'其理由広 也笹の形態と生態が｢ヒメマ)L'*ツg7㌧,ムシ｣に梯渉て

よく･似て碍るため...Dt南軍狩野同さ.kt･で居たのによると思ふo京都で数年来飼育祝祭せる紡糸∫

より推測すると.共蟹生個数が ｢ヒメマルカツヲブシムシ｣程に多くないため被啓は軽少であ

るが,,毛鈍物被服類の事由として絡界注意を要する一種であることを記して､一般の注意を喚

起して'Rく.

此紐に即し兜聾諸氏にょりて記載されたるものは､余の知れるものは極めて簡単なものばか

ら.で､生態に就き記述されたもの'は殆んどない｡攻に余が飼育観察せる革質を主とし､未だ全

きを柑ないが･略捲此軽生活史の大要を知り得ることが出来たので此所に記述すること.とする｡

本文を芋するに常って､鳥屋につき多大なる助力をせられたる放鳥薫四郎氏と､本研究調査に

終始助力せられたる谷口久代氏に厚く感謝の意を衣す｡ ′

分類挙上の地位と名種

所 属 帝趨目(甲超日)Coleoptera.

多食並 目 Polypl一aga.

ヽ l

かっをぶしむし科 Dermestidae.

串 名 ､ An thfenusfuscusOlivier･ ､

和 名 シモフT)マルカツヲブシムシ､･(シモフ1)カツヲムシ､シモフ

･)マ)レカ;yヲ)

分･ 布

I(図版一歩爪)

J■
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此軽の分:如こつき､位相枚年氏｢1｣によれば｢本邦に故も刊,･迅なる担獅なりと｣,横山桐郎氏｢2｣

によれば｢本邦各地に普迅なる租苅な()⊥ と記峨され.悶氏兆にEl本内地では懲戒に托するこ-I

とを認められて居る｡余が知れる此種の分布地域は本州｢双鼠 京都｣だけであって.群細な地

理的分布を調査する横倉を待ないが､前述枚札 椛山両氏の改印 付く本邦内地では各地に蕗す

る背通の稜郡であLると息ふo外国に於ける分布は不明である｡

形 態

成 ′ 虚

位の地色は無色なれL･も､仝惟次焚白色と黒禍色の餅毛ゼ熟まれ七居るために地色を現はき

ない｡頭部は小さく前的下に隠れ 鯛角は赤褐色.宋%廟は大き･く税棒状で暗褐色を星して居

る.年別こ雄の末端節は長くて大別 ､ム校眼は栢固形で黒褐色を呈して居るム前的背板は衣茸白
●

色と黒褐色の隣毛のために霜降秋を星し,後縁の中央は筏方に爽目して全麓精 々菱形を具し∴
I

外縁の前方前側板との中間には開角駿入薄がある｡小楯板は極めて小さい｡超鞘を覆人る̀次宍

白色と黒褐色隣毛の配壬劉ま細的背板に於ける､よbも評しく苅降状を星して居るが.之を注意し

て見るときは.趨靴上に衷黄白隣毛の三横苛を向かに形成して居るが如く兄へることがあ句｡

而して:麹抑外縁の申由より麹鞘矧こ到る部分杜多少赤褐色を珊びて居る｡後項昧膜資車透明

で淡次褐色､趨聯下に包み込まれて居る｡冊の下田は次発白色の隣毛を領布して居るが､腹部

各段節の両側に黒褐色の隣毛より成る斑紋が各 1佃づつある｡脚は3封共に隠節は衣黄白色の

憐毛で熟 まれ .濫節と附節は赤褐色である｡.一般に雄は雌より小さくて固形.雌をま雛よ･り大き
I

ぐて稲固形を星して居る.恰長1.9乃至2.4｢ミ1)メ-トル｣｡
∫

/.卵

.長持固形で多少屈平の傾向がある｡個矧こよって,不iE稲臥 不正形.或は多少曲玉状を見

せる,もの簸 形ちの調のったものは準だ少ない､比は卯の蕗附紺rrrが毛布や羅紗のT(,の問であ･

るために..説に阻まれて,新の如き不正形のものが多いのだちうと瓜はTLるO卯の色彩駄 犬

多数のものは白色である浜 仲には淡炎色のものを詰むものがある,而して,IL伺丁雌虫で爾環
●

の色形の.卯を詰むものは殆んと見られない･此如 何何な.る原掛こよるのであ.るか不明である.が､

自卵を詫むものは殆んど儲自ばかりを.･卦卵を産むものは殆んと凡べて費ばかり.であるt.卵の

長さ0.5｢ミ1)メp-トル｣内外も ■ J
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幼 虫 L

I
節一齢､塀化常時のもの捻,頭部は光揮ある黄褐色で同色の短毛を散生し.胴部杜頭部よ()､

共帽狭く.金閣淡黄白色を呈し､各設節には淡黄褐色の比校的長き毛を散生し､ 3封の陶脚は

淡紫純色を星して居る｡掴化してから10-日後の幼虫で杜､頭部は次褐色を星し､胴部各段節の

背面には次褐色の横斑現はれ､尾端3設節の背面抹一枝に衣褐色を星し,其背上左右両側に姓

く生せる宅は､他の投節に生ぜる毛よりは其放逸かに多し｡

照長o:7｢ミl)メ-トル｣内外｡

節二齢,金閣淡衣黄色にて(.同色毛を散生すれども,双部及び胴部の筋 1と第7設節軒下の

背面は光浬ある次褐色を星し､廊 下尾碍管上両側ド近5.年ぜる毛は琴褐色で束状考量し.此毛

311は何箱かの刺戟を受たるときは扇子形に左右に展開する､佃は末節鵜よ-.句は教本わ次発褐色

長毛が後方に向って生へて居声.鰐の堪両は背面よりは費色淡く,･3封の駒脚は野面と同色で

あるが脚鵜の爪は褐色を星して居るo酷長 1･3｢享11メT.F'レ｣円外O･第二齢以後第五齢まで時

間の鮒 を見るq)華で.,色彩には殆んと衰化を認むる.ことが出来射 .'O

/W''六齢,屈部は茶褐色で曙鴇色毛を散生し､口臭は黒褐色を星して居るO胴部甲背両はful部

′と同じく茶褐色であるが､各段節の横線部と腹面一帯は次白色を星t!て屠る､而して前脚 ㌢板

の醐 削こ近く各1個のオ車 形黒褐色斑がある.胴部背回申各段節には暗褐色毛を散生し,脱杓

の榔 tlに挙る毛末をま籍褐色朝 掩状を星して居る､何は叉､胴部末節端よ恒ま教本の長き榔招I∫

･ 也屯lを後方に向け生へて碍る｡ 3封の的脚は淡衣褐色である汎 脚端の爪は暗褐色で,惟の股

illi一徹 二は次式褐色の短毛を散生して居る0倍畏3｢ミ.)メ-トノし｣内外ら之より以後老掛こ到

るまで色彩の奨化なく.'充分成長せる幼畠は慣鹿6｢ミ.)メ｣h)レ｣に達すO

･ 慮

幼山が老放すると,最後の脱皮を背紋部に於て開裂したまま,之を曙ぎ拍ないで､脱皮数の

･ qlで馴 ヒする｡背細部に於ける脱皮開裂の状態臥 ｢ヒメマル占･ツヲブ.jムシ｣の其れに頗ぶる

よく似て居/るが.此両者を此校して見ると-,｢シモク.)マーjL去tiヲプ シムシ｣t'=於て臥 前後の

' 南端まで琴全に開裂し吋居るが,｢ヒメタ ルJヵッヲブシムシ｣に於て臥∴前後の丙鹿まで完全

に開裂せるもり)は殆んど見ることが出来ない三 ､I,

-一癖は全醍光輝ある弊糞白色であるが,限鞘杖梢'i暗色を苛むで居て,醍q)各琴節には淡A:目

早の細短毛を散生して居る.而して､末節端の両側には鈍頭状の突起が萄･る.箪考3｢ミ1)メ

ノ′ r
＼
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登 .生 回 数

三此種q)'塾生回数に就き､稔村枚年氏｢1｣に伐れば｢年二･三回の嘘生なるべきも未だ詳ならす｣l

坤 駁さ.れ.叉､横山桐郎｢2｣･岩田勇三｢7｣二の両氏も､之と殆んど同校のことを記載されて屠I

ち.戯れi･も余が数年来京都に於て飼育祝祭せる虎で臥 一年一回の敬生で冬は劫島の状態で

越年する.今共記録によって此軽の経過衣を蕗成して見ると略は攻の如 くなる,
I

Lyモ7T)マルかリラカム:JLD絶 温 泉

1I ●.●+++十 i..■.

●●●●●++千

以上の衣で明らかな如 く.此笹の葛生回数は､El本印 也では一年一回で冬は可成り成長した

幼虫で越年する､但し地方によって成魚のHi現期に多少の神速があることは言ふまでもない0,
ヽ

1 . 成盛の羽化並びに共他の習性
t

:成島の羽化は多くは夜間で,怒る郷 ヒするものは殆んと虫削､ようであるd歩行∴飛軌 其他
■

の動緬 灯 ヒメマルカツヲブシムシ｣の成魚と殆んど同様で､此種の成島も.晴天のときは日中･

.#園や野外に吹く種々の花に妹乗する｡其植物の種矧 こ就き､昭和 14年より昭和 16年の間に･

京大県畢部構内及び附近の;北白帆 茶LLI.一乗寺,の一帯に亙って祝祭せる虎では､攻の 6

極を知ること一が出来た.
Il

･｢シモク?.7′-カツヲ･ブシムシ｣成曲の躯氷する椀物
(昭和 14年乃重昭和16咋調査)
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ⅡUlllbelliEerLTtC
i徽 形 科

Ⅶ【C叩riroliaceae.
.スじかタラ科

lV1-iliac6ae
ユ lJ J科

VComposibeキク 科

Cicutaviros:IL.
ドクせ1)､｢オ7Jlせ17､ノ､ナyうと｣

I)aucuscarotaL.
ニン:7ン､｢).ニン:7ン､ ハタニン.
･7ン､セ1)ニン77ン｣

4.Viburnum dilatatumThumb.F.
hispidum Nakail;
アラyガマメミ

5.Allillm f;stul()sum L..

ネギ､｢ネデカ｣
I

6.CIlrySan血emum LeucantllemumL.
フランスギク

以上の6位の中で,灘 に多く媒来して居たのは｢7.ラ-/スギク･｣と｢ニンジン｣の葦であったO
成出が花に政 も多く媒まる時期と花ヒ共来せる華 嘩甲撃た就き{･京大農畢部構内の ｢フアン

,一 ･II T･ ;- L.■●
＼ スギクJ花で調査した記録は次の適時 ある｡調査新聞は頑か 5卑q･月も自力室伺如 月30日

I～

｢計5.4日間⊥ 調査せる｢フランスギク｣の満開掛F於けお花故は695個,調査時刻･l～. ･. L L . J
I
乃至牛後乍噂の印で.訳筆した成息は其都度基部採娯して質由E用に嘩した｡,< t/ー l

? l ･L . ._〝. ､._ ..I,

｢シモ7.リマル カツヲブシムシ｣成虫の｢フラ-/竺ギク｣

花集束曲数及び共他に関する記録

(昭和 15年5月乃至同年6月調査),

は年称 d時tJ

l‡
'●

崇 閑査月日 ･成魚 の故 天_､ 供 悶絶状況崇 調査月計 孝 幣 告 I夷 供開花状況8l? l計

lト 〟 p日〟 16臥 13. 2.115: 7負 . 分咲-// 27. ′. 日//,.9日 b- .0 .0 享等後 晴_晴後少雨 ′･J/..

.5 // 18日19 3 ､~1̂' 4 暗 後 虫 //′ 2930 〃 11日′ ■12 1°o 00- 10~ 〟‥陪 // -
.,G7 〟. H.// 20日 調査ll i:穴0 くll ･扱 .晴.// .7.満 開 31 7.- 日.// 13日 5̀ '2 7 快∴.円.〟 凋花始〟
,H.// ∩._1日.･16 10 '26 -// // 82 -// 14計 -7 9 16.I-噂...3分凋花
】0 I/~'23日 2 4 6 咲 ..晴 // 34 ･〝 16日 0_ 0 .0 ,雨 //
ll // 24日 6 6 12 虫 少 雨 _// il5 // 17R 0 0 _0 -//I :∴〟.
12 // 25日 0 ′0 0 雨 // " 36~ ′//.18日 38 33 71 棉 I/

14.15 ′ 一7日// '28日 14 日4'8.虫一一時暗虫微風後晴 Y./i .39 //,.J日-//-21日 t1 6LIT.一~∴7 ′快 晴` 7//
16 // .29日 ′21 ユ4 35 ･晴 ク .̀ 40- //.2'2日 ll 6 17 晴 tq分凋花
17 〝 30日 .4 7 ll 晴 微 凪̀. //'- 41､ jyー:23日 L12 A. 6 〟 ･〝

′21 〟■､3日- 4 4 H ~暗 ■ 17/ 45 /)~97日 10, 0 -0. ∴〝-.

,22､9- I.,I ､} 4日..･＼､S]＼0 ･J_至･l叫′0 1快 . 棉i .//′ 46計 ` 一夕L:2.3日 1.-ー66 ■0.204 ･IJ=70 ･- 晴 . 9.分凋碓
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L7ランスギ'/荏(=集果せるI
Li,モプリマJLhツチブシム√成島J牡鹿'の数
÷十雄 .--I---･･･雌
(日昌和J強 5'-A7!至何章朗)

珂/+/6/82022242628.30
o V月

3 5 7 9 ///3/5/7/92/232527
Ⅵ 月

成虫が花に娼釆するのは温和な晴天の日に最も多く.岡の日にほ全く寓 られなくて､､曇天の

日には少ないo記録と曲線で明らかな如く､花に柴来した成虫の教抹十ヒメ÷ルカツヲブシ■ムー
､･ I

シ｣に比較すると.甚だ少ないが.花に塊準する時期の約長は｢ヒメマルカツヲブシム′シ｣と殆

Aiと同様である.但し曲線で示された如く･ 6月18日になって成島数が急に増加せることは･

不忠講な現象の如く思はれるが,此は6月15日より同.17日までの3日間降雨頂きであったた

め.花への脚 瓜を1匹も最 ことが順 なかったのが,6月18日急に快晴となったた申､∵

時に花-弼来したq)であ.a.t息はれ右.斯の事矧こよっても間の日き.略の日とで､花に班釆

する成魚の習性に格段の相造あることが判然と認め.られる･ .. 1

而して､野外花に娘乗せる成島は産卵析叉モ嘩 卯後の何れなるれ 北びに､野外花に飛来せ

る域由の詩命等に琴き､今年の夏調査する柁5iIなわしも､防ぬ釈放W.切に吹ける｢フランスギ

クJ7E上で交尾せるものを一組も探引け ることが川粥や､唯 次々の如き耶'LUy知り柑たのみであ

ち.綾訳臨EF!場で昭和16年5月乃至同年6月に托ij!せる成仏の絶敬は123匹(874.949)で
Jl

之矧よ凡べて1個の飼耶 絹打ベト7).シャ-レ｣に入れ･同界綿の中には黒羅紗を入れて軌 ､て
耗那d)1倍に供した.虚が共畏mli少に60個の卯が床附されて居て,此51ち40個だけ卯馴ヒしたo

新の郡矧灯 ヒ'}マんヵツヲブ･iAシ｣成虫の習性と同株に､野外花に朱乗せる大多故の●もの払
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既に交尾産卵を終ったものであるが､但し其うち少数の未だ産卵を終らないものが混入して居

ることを推知せらるものである｡新の如くIl成虫は野外の花に集よる習性を持って居るが､野

外の花に一度集まらないと.＼褒殖すち ととが出来ないかといぶこ､必 らやしほ 外に出なくと

･も･研究皇円飼育容盛の中で,羽化した壊轟麺 を 季ゝ器qJ中で毎 産卵して､致東を削 返
して居る｡

.-1
P.
IJ.

昌

成鼠をま桶殻挽田後5乃至

産卵と卵期卑び僻匹
i

6日の後交尾をする,交尾経由時間臥 白鍵のもので祝祭せる兎で/...

al組は12分間(昭和;16年5月14日)､他のl糸頓 碩 潤(昭和 16年5月15串 であった o
～ I ) JJ

而して`産卵は交二鳥後脚 鼓1･週間後に行ふ､産卵前の鹿島は毛布や羅紗6滴 を.'産卵個所を捜
I

し求むるが如き姿勢で盛ん控歩き姐b./:智らくじて適革と温々朋に尾喝をさし込が如くして.I ∫I iヽ
糾 問に噂づ津 お産付町 -個所桓 琴轡あて産むこtt晒 しミニ融 け-6れたEPO,状馴A:IL Lf

共場桓車 模品 巨 益畠麺 車 こ墾 笹 ･衣あ墾 毎 %'壷 擁 就きヽ

ての調進で帆 救少30粒､政多38粒で･平均34粒となるが､gPfJ.ヒ粒数の平均は1組常b31.6

準で.､.Zれだけの質扱例では膨化率は相鹿高いO慮卯期間は1日.乃至3日間で､.其間に格技2

回疎卯する｡卵の期間は14日乃至 16.日で約2週間と兄をことが出氷るO

･成 虫 tの 詩 命

II

仙堆各5組のもの 交ゝ尾産卵を終った.もの 詩ゝ命は,姓の放短22日,政長27､日､平均24日｡

雌の放短･25日,叔R.36日､平準30･6●日であって雌卵 は り少しく長いと ′

申して.全然交尾の横倉を得ない雄雌の詔命を確かむるべく､岩舟幼虫を11些づ1畢猫飼育

を布なひ.羽化した成虫の寿命を調査せる成掛ま別琴の通りで.姓5匹の亘で最矧 よ18El.I

地衣.28日.平均如 甲.雌 5世の中で最短は?7日､放長は38日.平均32日間やある｡l I

此約兆から見ると,雄雌各5組に就きての茸臨例ではあるが.姓の詔命は交尾したものもし

射 ､ものも共差違を認t!ることが出来ないがo･雌では交尾しないもの 方ゝが,交尾産卵を終っ
I

たものより､僅かではある,が其串命が長いことは興味を引く鮎である.

∴幼.虫 '0･習 性

幼蝕の膨化は室夜の別なく見られる､晴朗を好み明るき個所は忌むこと･､毛放物を加宰する
l■

こ一と,加字の仕方､∵清浮な物よりも汚れた物の方が特に被字の甚だしいこ･と,等､｢ヒメマルカ
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(昭和 15年5月乃重同年6月調査) ::こ.
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､ ツヲブシムシ｣幼虫の加宰習性と殆んと全く同様である.のみならず.幼虫の形駿と色彩が甚

だよく似て居るために,従来は殆ん打 ヒメマルlbツヲブシヰシ｣の加事と混同されて居たので＼

声らうと瓜はれを∴今日迄の虚で帆 ｢ヒ.i-1ルカツヲブシムシ｣より扶哉生垂がみないので･.: . ㌔ . '､ ㌔ ～ i

準･班別 少甲 ､けれどもン絡養毛瑚勿被壷の宰配 してこ′相常注意妄批 なければならぬ班別
～ I
である｡ .

幼 曲 の.腕･皮 回 教 ∃

昭和 14年6月24日に掛 ヒした25甲の幼畠を.毛布を飼料として､｢べトリシャ-レ｣(円経

.-′7｢センチメい ル｣鹿さ5.｢セ藻 メrt,J｣)の中で. 1-匹飼にして鍋査せるに,125匹のうち
t､

～ ∫

■大多数のも時子回の舵乾をして居るが･2匹7回晩皮じ声ものがある,而して.2511g共に総べ
1 1 lI

て騎化に到らすして麹死して.しまった.由汎 余の経晩によ声と､新の枝にl一匹飼として.毎
～

tE)飼育宝より取出して祝祭せるものを事.白.然放飼のものに比較すると.其畿育杜遅れる場合が
)

_多い､此飼育に於てi 6回以後の脱皮臥 翌年6月以後にならてから行なほれて居る事鷺を見
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I

ても明らかであるO又.飼料の柾矧こも囚山する出があると瓜ふ.何づれにしても幼血の脱皮
I

性7回までするものがあるといふ耶Tf-別 ヒrrrに記托してatくに止軌 脱皮回数に就き七の詳細

臥 常今飼育耽察中につき他日あらためて報せの槻&を柑たいと瓜ふ.
/

.｢シ モプ リマノV カ ツ ヲブ シ ム シ｣蛸の期間

(昭和16年4月乃重同年5月調査)

･ 蛸 化及び蛸 の期 間

幼魚が老熟すると加事物の問で析化する.l′珊化した師は､幼虫最後の脱皮殻を被むったま ,ゝ

共脱皮殻が背上の正中線で裂開したよ し馴 ヒする,'楠の期間は表示の如く､雛 10匹,雌 13匹

の平均は双方共に16日張となって居る｡

概 括

此位の形態と習性が,｢ヒメマルカツヲブシムシ｣に極めてよく似て居るために,一般に此爾

矧 よ況l司され易い.分利こ就きては.未だ共詳細を邪恋する械&を符ないが.日本円地では到

るF刑二部池に旅する粒軒と考察される.日本内地に於ける教生回数は1年1回で､冬杜潮見の

状腿で越年することが確質である｡而して.従来毛級物被服の宇畠として.それ程重要視され

て居なかった比較灯も.牌非は榔常注意を要する一粒であると考へられる｡

l∫
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L.,｢.シL毛フリヤルカブ ヲブシムシ｣に闘する文戯 ト
I

1,位 相 橡 年 大日本寄島全音.儀縞2ql貢｢大正四年｣1915. i

2.W･.山 桐 郎 最新日本慧菜害意全書. 128-129頁 ｢昭和四年｣19P･9.

3. .同 ′-･絞日本の甲虫, 106頁 14匝り坂5固 ｢昭和六年｣1931.

4.強 付 於 年◆ 日本昆虫大国監 li6頁 ｢昭和六年｣1931.
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同 . 大日本膏血国詮 ∴ 933-934頁 ｢昭和七年｣19320

館
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勇

隆

･
田

日本昆虫園鑑, 687頁 1347国 ｢昭和七年｣1932｡

毛新製品q)事由と共振除串(ニ).再挙と工業第八奄第八畿24-25.臥

｢昭和八年｣1933｡
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